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会議次第 

 

 

 

１．開 会 

２．挨 拶 

雇用就労部会長 和泉 宣也 

３．議 事 

① グループワーク 

Ａグループ～生活・意欲・作業遂行について 

Ｂグループ～健康面・利用者アセスメントについて 

Ｃグループ～障がい特性について 

② 発表 

４．閉 会 
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１．開 会 

２．挨 拶 雇用就労部会長 和泉宣也 

３．議 事 

グループワーク 

 

Ａグループ 

テーマ：生活・意欲・作業遂行について 

メンバー：和泉、宮田、坂上、桜岡、上村、佐々木、竹谷 

 

Ｂグループ： 

テーマ：健康面・利用者アセスメントについて 

メンバー：原田、及川、伊藤(厚)、種村、宮下、高橋、新保、山崎 

 

Ｃグループ 

テーマ：障がい特性について 

メンバー：栂野、小西、鈴木、伊藤(克)、山形、宮越、中村 

 

【発表】 

Ａグループ 

◆検討した内容 

➀生活サポートの方法について 

➁意欲の向上について 

◆部会員からの意見 

➀生活サポートの方法について 

・入浴に入る習慣が定着しない方について、本人に繰り返し説明を行う。 

・失禁等が見られる方は紙パンツの着用等工夫。 

・体臭や服の生乾き臭等については、消臭効果のある洗剤に替えただけで効果あり。 

・グループホームや下宿等の管理者と連携。作業時の服装等で本人が理解できない場合は

家族にも伝えている。 

・グループホームから通所している場合、グループホームを訪問、洗濯の仕方、干し方、

洗う頻度を確認して指導したことがある。 

➁意欲の向上について 

・家族が入院し不調になっている人がいる。病院受診を勧め、仕事量や仕事の時間を減ら

す事や作業種も変更するなど工夫を行う。 

・積極的に声掛けし、一緒に作業することで、エンジンがかかってくる。 

・モチベーションを上げるために、休みが多いと工賃が下がる事を伝えている。働き出す

例がある。仕事を選り好みする人には身だしなみの改善など条件を付ける。 

・体調が不調の場合、身体を動かすと気分が変わることがある。 
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・理解力はあるが行動が伴わない利用者が「前の事業所ではやりたくないというと休め

た。お茶を出してくれた」という発言に対して、厳しく指導してよいのか悩む 

 

Ｂグループ 

◆検討した内容 

➀アセスメントの取り方について 

➁利用者の健康管理やダウン症者の高齢化について 

◆部会員からの意見 

➀アセスメントの取り方について 

・職員同士でのミーティングでの情報共有や家族、相談支援事業所の相談員との連携の中

で知り得た情報、本人と面談した上で見えてきたものをまとめて本人の計画を作成。 

・目的に応じたツールの活用で本人の取り巻く環境に応じてアセスメントを行う。 

・学校に関しては本人の自己理解を尊重し、成績表など目に見えるもので提示していくよ

うに取り組んでいる。 

➁利用者の健康管理やダウン症者の高齢化について 

・専門家にコンサルタントを依頼し、具体的に健康意識についての情報提供を提供できる

ように準備をする。 

・職員自身が、健康に対しての意識やダウン症の方が高齢により現れる認知機能の低下に

ついて学び、利用者の目的に沿って支援できるかがポイントになってくる。 

 

Ｃグループ 

◆検討した内容 

➀利用者・職員のモチベーションの向上について 

◆部会員からの意見 

➀利用者・職員のモチベーションの向上について 

・利用者間の年齢層がバラバラで価値観の違いが出てきている。 

・所属年数が長くなると作業に対してのモチベーションが上がらない。出来た事を評価し

たり、目標を設定し、選択肢を増やすことでやる気に繋げたい。 

・利用者だけでなく職員のモチベ―ションが上がらないのも課題。 

・職員全体で何をやり遂げた達成感を得られる事をしたい 

 

３．閉会 

以上 


